
～施設のバリアフリー化について～（平成18年度県民モニター調査より）

～バリアフリーのまちづくりについて～（平成17年度県民意識調査より）

平成17年度県民意識調査より

こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
施
設
で｢

便
利

だ｣

と
感
じ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備

は
？
（
い
く
つ
で
も
選
択
）

だ
れ
も
が
安
全
・
快
適
に
ま
ち
を
移

動
す
る
た
め
に
必
要
な
配
慮
は
？

（
い
く
つ
で
も
選
択
）

～ユニバーサル社会について～

言葉は知っていたが、考え方
は知らなかった 27.4%

言葉も考え方も知らなか
った 40.5%

無回答
3.8%

言葉と考え方の両方を知っ
ていた 28.3%

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言

葉
や
考
え
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
特
に
力
を
入
れ
て
対
応
す
べ
き

社
会
的
課
題
は
？

だ
れ
も
が
容
易
に
社
会
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
県
が
取
り
組
む

べ
き
こ
と
は
？
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バ
リ
ア
の
な
い
社
会
環
境
づ
く
り
に

と
っ
て
、
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と

は
？
（
１
つ
回
答
）

わからない

互いの個性や立場の違いを理解し、
支え合う「ひと」の意識づくり

安心して暮らせる「住まい」づくり

安全で快適に移動できる「まち」の
環境づくり

だれもが能力を発揮して、「働く」
ことができる環境づくり

必要な「情報」がだれにも伝わり、
理解できるようなしくみづくり

バリアを感じている人が、その解
消のために主体的に「参加」する
しくみづくり

無回答

歳(

と
し)

を
と
っ
て
も
、
障
害
を
も

つ
こ
と
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
住
ま

う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
か
？
（
２
つ
回
答
）

食事や介護サービスを手がるに
利用できるようにする

緊急時に医療サービスを受けら
れる施設を整備する

住宅設備のバリアフリー化をす
すめる

気がるに相談できる生活援助員
を配置する

住民同士の交流を盛んにする

家主や隣人が高齢者や障害のあ
る人に理解をもつ

お互いに協力しながら共同で生
活できる住宅をつくる

公営住宅を整備する

わからない

無回答

だ
れ
も
が
活
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
必
要
と
思
わ
れ

る
こ
と
は
？
（
２
つ
回
答
）

ノンステップバスや福祉
タクシーを普及させる

気がるに休める休憩場所
を設置する

電線類の地中化により電
信柱などをなくす

電車と駅ホームとの間の
段差やすきまをなくす

だれでもわかる絵文字案
内板を普及させる

バス停や玄関・通路に屋
根を設置する

青色時間を延長できる歩
行者用信号機を設置する

携帯電話などで得た情報
により迷わず移動できる
しくみを普及させる

わからない

無回答
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福祉のまちづくりに関する県民の意識 資料 ２

前年度
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全県

と
も
に
め
ざ
そ
う
値

住
ん
で
い
る
地
域
は
高
齢
者
や
障
害
者

に
も
暮
ら
し
や
す
い
と
思
う
人
の
割
合

（平成20年度「美しい兵庫指標」県民意識調査）


